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本書l1;,1949年以降の中国において，経済発展に果た

す役割という視点からエネルギー資源をとらえ，徹底的

なデーター集めの上，分析を行なったものであるo企9

章のうち，全エネルギー産出にしめる割合が5%に部－た

ない石油資源に関しては11;!をあてるのみで，他の寧は，

石炭および電力資源を中心に検討が行なわれている。第

u容の序識に始まる本i!}の構成は，以下の通りである骨
第2:W:，第3:iti:は，右民および電力資源開発状況の計測。
第4章，第51震は，石炭および電力の需給パランスとエ

ネルギー産出荷にしめるそれぞれの位置。第6i容は，二

つのエネルギー産業の投入額とコストの算出， E民所得
への寄与率の分析。第7ifi:は，全国的ないしは地域的経
済開発に関連する水資源および石炭の利用についての検

討，とくに水力および火力発電所設置の地域的分散に関

する中国プランナーの政策と旧中国における開発の影轡

の問題。錦8寧は，石油産業。鮪9i1訟は，全~の!}1!約お

よび国際比較。なお，著者は，サンフランシスコ大学の

国際経済学教授，フ←パー研究所研究員で，本容はフー

パー研究所のプロジェクトの下ででまあがったものであ

る。前著作に， &onomic warfare, 1952, Economic 

survey of communist China, 1956がある。〈原田〉

United Nations, Progress in land 1・ef orm; 
Third report, Prepared jointly by the Secre-
tariats of the United Nations, the Food and 
Agriculture Organization of the United Nations 
and the International Labour Organisation, 
1962, 104 p. 

冨述としては，土地改革の進行について：954年， 1956

年に報告を発表している。この第3次報告設は， 1959年

の経演社会理事会で提案され，他の専門機関（ILO,FAO, 

UNESCO），各国政府の協力をえて作成された。この

報告では，（1）土地改本が，自給部門・商品部門における

操業生産性，産出高にあたえた影抑，。）土地改了立が1!!l:村

の雇用にあたえた影轡，（3）土地改革への融資，似）土地改
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図 :ill・：資料部

t1'i.とl!!色村｜泊先との閃係，この4点にill点がおかれた。淵

査に利用された資料は，（1）各国政府の協力をえて突施さ

れたケース・スタディ，（2）前もって国辿，ならびに専門

機関（FAO,ILO, UNESCO, IBRD）で集められた資料，

(3）土地問題にかんする調査団，研究機関，調査クソレープ

の報告類，（4）質問留にたいする各国政府の回答である。

前2回の報告は，各国政府の質問世回答の分析に基づい

ていた。報告部は， 館l章「報告慨要」，第2:r;t「土地

改本企般の進展..！ （地域別に約分〉，第3立「土地改革と

~業生産性，産出高」〈地域,JJJに細分〉，鈎 4 主主「土地改

革と庖用，賃金，生活水準J, 第5j:民「土地改草にたい

する金融」，第6:m「土地改革と1l!!村開発」に分かれ，巻
末付録として，この調査を提案した際の経済社会理事会

および絡会の決議，各国政府にだされた質問書，国連，

ならびに専門機関の土地改本推進活動の概要を収めてい

る。 （中村〉

日A.M.PyMstH悶（eel.),A 2papH.'1lil B01伊ocu.1 
~ 1t仰 OHa1tb1to・ocoo6ooameAbH.oe。印刷ue,"
Mocr<sa, Col..{sKr日3,1963, 532 p. !1 

国際的な『平和と社会主義の諮問題』誌の制集部は1960

年の瓦から秋にかけ，ハパナとブカシストで後進諸国の

出梁問題をテーマに討論会をilli した。世界27カ国から~

まった農業問題専門のマルキストたちは後進諸国の農業

が直面する諮問題を土地改革の評価の面から分析・討論

した。前半には，アクア・アフりカ 9カ閤（シリア，ア

Jレジェりア，モロッヨ，イラク，レバノン，インド，セ

イロン，イラン，トルコ〉に関する報告とソ述のP・A・ウ

リヤーノフ．スキーの論文「rjマ近東・インド・東南アジア

における土地改革J，同じく M ・ A• マクーシモフの論文

「東南アジアの非社会主畿諸国における土地改革の社会

経済的帰結」を収め，後半には，ラテン・アメリヵ9ヵ隠

〈キ .：，.－ I~， ウ Jレカ’イ，，ア Jレゼ‘ンテン，ガテマラ，コロ

ンピア，チリ，ヴェネズエラ，ぺJレー，エクアドJレ〉の

代表の報告とソ述のM•B• ダニシヴィッチの詩文「ラ

テン・アメリカにおける出接関係と土地改ホ闘争」を収
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める。 （村野〉

R Tanganyika, Devcloρmentρlan/01・ Tangflnyika ~ 
目19b'l/62～19(i.1/64, Dar出 Salaam,Government ~ 
Ii Printer, 1962, 95 p. ~ 

1961年12月に独立したタンガニーカの最初の3カ年開

発計画由。この青｜・凶は，若干の修正はあるが，国際復興

開発銀行の調査報告・勧告 Theeconomic development 

of Tanganyi.仰を基礎資料としている。

この段階；乙おけるもっとも賠急な｜泊先日肢を，(I）農業・

牧誌の開発，およびそれを制HJJJする水利・市Mtの開発，

M交通過信の改普および附尭，（3）中等および技術教育の

発展としている。年平均5%の国民生産物WIJJII合予定し

ているo投資総額は， 2393万ポンドを予定し，そのうら

国外資金としての借款1150万ポンド，有｛民地福祉｜間発~

企， 450万ポンドをみとんでいる。投資’却は，省別にみ

ると交通過信・屯力・公共事業者28%,m務1:r24%，教
育省13%が大きし部門別にみると幹線道・路盤tlll，教育
がともに13%で，品業， 7J<利，暫察・刑務所がともに9

%台である。経済発展の法礎地盤をかためることを主体

とした開発計闘である。 〈中村〕

tl Jack Woclclis, A/ric,a, the way ahead, London, l1 
~ Lawrence & Wishart, 196:~. 174 p. il 

イギリスのマルキストのツャック・ウ sディスによる

現代アフリカ研究の第3I日目。掠lilffHの Africa, the 

roots of revolt, 1960.はアフリカにおいて革命が発生し

うあ社会・経許的基盤をとりあげ， 部21m日の Africa,

the ii伽 awakes,1961では，アフリカ人民の植民地的

状況にたいする抵抗，民技連動，労働運動の発展をあと

づけていた。

本将は，独立を述成したアフリカ諸国が直面し・cいる
｜問題をとりあげ，アフリカ諸国は社会主義への追を歩み

うるだろうか，政治的独立は，経済的独立たもたらしう

るだろうか，アフリカにおける民主主義の将来はどうだ

ろうか，などの問題にたいして，著者はマルクス主義に

準拠した田容をあたえている。アフリカ社会主義の道，

l党制民主主哉といわれる「ア．フリカ型民主主義J，「ア
フリカン・パーソナリティj, ネオ・コロユアリズムと

経済的独立を中心テーマにとらえている。 〈；珂根）

｜…aymond Vern。n 1'/ie dil 
development ; the roles of theρrivate and R 
publi，ιsectors, Cambridge, Mus詰.， I Iarvard I 
Univ. Pr., 1963. 226 p. I 

本立？はハーバード大学の同際問題センター（Center

for International Affairs）が行なっている一連の研究計

四の、－つである一一発展途上にある諮問の民間企業と政

府の相対的役山lを研究する一一シリーズの最初のもので

ある。メキシコのほかラテン・アメリカではブラジル，

アジアではイランとパキスタン，アフリカではナイジエ

リアの国々が研究対象としてとりあげられている。

今l:lまで比較的！柄拘な経済発展の道を進んできたメキ

シコの情勢は必ずしも楽観的ではない。すなわち工業に

おける公共部門と民間部門の関係，品業における大.:-1:Jtl!

所有と土地分配，外国投資，愉入制限，課税．事業の倒

投など， lt，急、tこ改革：K• .1/f手せねばならぬlllJJ越を抱えてい

る。このままではまずまずこの間の経済が沈滞するのを

知りながら，政府が必要な政慨を'.;I!臨することをためら

っている理r!rはなにか。それは政治的危機をおそれるた

めなのか，政・治機構そのものの無能力さにあるのか。こ

のようなメキシコ経済の現状を理解するため（・：：：.，著者は

公共部l"J，民間部門の発展の康史をふりかえる。したが
って木投の構成は 1858年の BenitoJuarez政権から，

Porfirio Diaz政権まで，告しい耶命令純て安定JUJに移

行ずるt9101,.. から40年まで，そしてさまざまな矛盾を内

包しながらも，飛~！的発展をとげる 1940年から現在まで

に大別されるo 若者はハーバード大学の教民で，専門は

｜到際貿易，投資であるo (Ill Ill) 

r l ; J. B mUI… ti l 

ω勿 St f 
petroleum itzdusiry; a case study i1l nationali-

can and Luso・Brazilian Studies, Stanford 
Univ., 1963, 268 P,・ 

アメリカの対ラテン・アメリカ政策における一つの矛

店は，その普i持政策と，ラテン・アメリカに進出するア

メリカ忠企業の国家収用の胤に対する保護政策との相克

である。ラテン・アメリカ諸国民族資本の発展への強い

'.t!：：；主に対し，アメリカはどのように対処すべきか。この

間いこそが，スタンフヰー lご大学の中南米明究所をして，

メキシコの石油公社 Petroleos Mexicanosの理事長を

1947～58年の12年にわたってつとめ，その国有化を自ら
休験してきた AntonioJ. Bennud田の回顧録に注目せ

しめたゆえんである。回刷録の原題は， Docc aiios at 

scrvicio de la lndustria pctrolera mexicana （メキシコ

石油業での10年〉で，中南米研究所はこれを原著者とと

もに英訳， i副都してこの1！｝ができた。研究所の月刊誌
Hi司panicAmerican reportの特別号の形で出版されて

I I 7 
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いる。内容は，凶有化の背景，その1:1!Iヲと民UIIJからはじ

まり，闘イI化史施の過程，石油企梁の鵠桃，；，.の方向！伝

換と修正，輸出入，メキシコ経済における石？tli，同位企

混としての Pctr6lcos.Mexicano:;, ；との！先~»：目的p 将来

のj良型，となっている。 （三宅）

S Bruci.: H. Millen, 1'/lc polilical role uf labor ti 
~ in developing comztries, Wa品hington,Brook-II 
U ings ln:;Lilutc, 19G3, 1-18 p. V. 

アツア・プフリブJ の新興訊・凶の労｛｛~：組合主ll1Y1は，他の

先;m.m凶に比し， Jとの提たす政治的役：!;IJは大きく，かっ
政情勢力．との結びっさ’もi白接的でありまた桝接である。

したがってこれと対照的な経済的現求による団体交渉を

中心とし，また政党か！：：，t！；完全に独立した労働組合しか

l'.I iii!に右しないアメリカ人に去っては，この労働組合の
政治的役；刊ははなはだ思併にw，：しむ；事象であり，ここか
ら生ずる後進凶に対する指却の抗りも少なくなかった。

~f(者は凶務＇riの命を受け， The Brookings lnslitulc 

に派遣され，この！UJJ割について研先た行・なった労働問題

の専門家であり，近京・mアツア局労働WJilHJ，インド耳i:
在ジ」・｛劫アタッシェなどを限任している。

本・；！r-は9:ti'tに分かたれているが，そのう・i・J,m 1：寧に
おいては，各国の労組合辿jfy；を政党との［河係において，

米ソセjild#iとする七つのカテゴリーに大別し，その，，，.qこ

.!Jlわれた政治的2M長告について考察を加えている。

ついで都2～6草・では，ニれらの組合活助の11-1'札臼

｜狗，活動型u.. ~についての分析を，政治的・経抗的・社会
的フ yクターとのからみ合いで行なっており，部7～8

；市では，この労働と政治との結びつきの特殊な局面につ

いて評価を加え，最後の第91立では，この研究の結論を

G点に集約し， ζの結集に基づいて，アメリプJの対後進

国政策に修正を加える必要があると指摘している。〈林）

fl Ooi Jin-Bee, La同州た M CCQllOJ 

i Malay，α’London, Lo刊 mans,1凶3,'126 p. ー

マラヤ地理についての包括的・総合的なくわしい~.lt説

書。錦i部「土地」では，地質， J也形， u峡，拙1:.，土
接，第2部「住民」で人口刷加，分布状況，入柏状況を

あっかい，約3分の2を占める第3部「経済」で，原住

原始的な経済， J.!l梁，牧前，在t！！綻，林業，鉱業，工；払
貿易，迎輸とP託業別に！民主！している0 j由形，耕作方法な

どを示す写真が48枚，地図・図裂が68枚，統計表64裂

が収められている。巻末の参考文献目録（pp.335～409) 

は，官庁報告，専門雑誌論文をも収録し詳細で・ある。

II8 

i；持者は， i.j・1凶糸でぺラクとマラヤ．大学〈現シンプ'f;J;-

Jレ大学〉で教育をうけ，治・ックスフォード大学でPh.D.

を取得した。）Jl,Jt~・c-11！.まれ現砲で育った地理学者・による

j血迎概論出として注日される。 （初｜｜〕

Ir itcl N, 
…（D乱lauvailah 
N巴W York, HJ(:i:i，問Gp. (Statistica! papers, 
Series K. No. 2) 

世界各凶の社会条件，生前水舶の何iド1J，変！OJを；jいf基

礎統計を集録。 ILO,FAO, UNESCO, WHOの協力を

仰て作成された。 「人工lおよび動態統計」 (14米）， 「術

生状態」（6克）， 「食料11Hそおよび栄持J（判定）， 「住
宅」（4 :Ji), 「教育および文化活動」（8安〉， 「労働力

および路用状態」（28京）． f社会保障」 （G去〉， 「所得

および支liUC 5去），に分かれている。 l人当たりの食

料約貨の比：院， i沈学阜の比’肱， ll与Iii｝当たり白金の比般と

いった作業にとって，便利な統計処である。 (•I咋り

r問 L.1 ~;;it an introductory bibiiogra-1 
ρhy, Chicago, Univ. of Chicago Press, 196~, I 
36, 412 p. {At bead of title: Introduction to I 
the civiliimtion. of in品1.) I 

インド，パキスタン，セイロン，ネ I：：・－) レのifiアジア
4カ114に関する総合：弘法日録。人文.下j；会科学関係の品

文および者・:,1}4369タイトルが民録され，全体は六つの主

張倒 Fl ，すなわち「一般.J. 「雌~J，マi；会構造と組織J,

r政治および社会初治，政治的・経済的・社会的変励J,
rう~:i教と哲学」，「文学i 科学および謀術」に分類され，

各羽目は年代，主題，地理的l<i分t乙よって細分されてい
る。シカゴ大学の IndianCiviliz.i.tion Courseのために

1958年に制さんされた書訟をもとにして作成されたもの

で，現地訴資料は除いているが雑誌論文，新聞雑誌など

の途次刊行資料，関係書誌，さらに地方研究の成巣なも

収めている点に特色がある。巻末には著者名，主題別索

引がついている。 （浜口〉


